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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリクオタニウムの群から選ばれる少なくとも１種のカチオン性膜形成ポリマーと、式
（Ｉ）
【化１】

で示される末端基を有する少なくとも１種の四級化超分岐ポリマーとを含むヘアケア組成
物において、
　前記四級化超分岐ポリマーが、
　（ｉ）２－ドデセン－１－イル無水コハク酸、ジイソプロパノールアミン、およびＮ，
Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミンを縮合することによって、ジメチル
アミノ末端基を有する超分岐ポリマーを調製し、次いで、
　（ｉｉ）前記ジメチルアミノ末端基を式（Ｉ）で示される末端基に四級化する
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ことによって得られることを特徴とするヘアケア組成物。
【請求項２】
　前記ジメチルアミノ末端基を有する超分岐ポリマーが、２－ドデセン－１－イル無水コ
ハク酸４０～７０重量％、ジイソプロパノールアミン５～２０重量％、およびＮ，Ｎ－ビ
ス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミン１５～４５重量％の縮合によって得られ、
ただし、２－ドデセン－１－イル無水コハク酸、ジイソプロパノールアミン、およびＮ，
Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミンの合計量は１００重量％であること
を特徴とする請求項１に記載のヘアケア組成物。
【請求項３】
　前記ジメチルアミノ末端基の前記四級化が、２－クロロ酢酸ナトリウムを用いて行われ
ることを特徴とする請求項１または２に記載のヘアケア組成物。
【請求項４】
　前記ジメチルアミノ末端基の四級化の程度が５０～１００モル％の範囲で選択されるこ
とを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載のヘアケア組成物。
【請求項５】
　Ｎ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミンとジイソプロパノールアミン
との比（重量／重量）が、４：１～０．５：１の範囲で選択されることを特徴とする請求
項１～４のいずれか一項に記載のヘアケア組成物。
【請求項６】
　Ｎ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミンとジイソプロパノールアミン
との比（重量／重量）が、２．５：１～１．２：１の範囲で選択されることを特徴とする
請求項１～５のいずれか一項に記載のヘアケア組成物。
【請求項７】
　２－ドデセン－１－イル無水コハク酸と、アミンの合計量との比（重量／重量）が、３
：１～１：３の範囲で選択されることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の
ヘアケア組成物。
【請求項８】
　前記ジメチルアミノ末端基を有する超分岐ポリマーの数平均分子量Ｍｎが、１５００～
５０００ｇ／モルの範囲で選択されることを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記
載のヘアケア組成物。
【請求項９】
　前記少なくとも１種の四級化超分岐ポリマーの量が、０．０１～２０重量％の範囲で選
択されることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載のヘアケア組成物。
【請求項１０】
　前記少なくとも１種のカチオン性膜形成ポリマーが、カチオン性セルロース誘導体およ
びカチオン性ジアリル第四級アンモニウム含有ポリマー、ならびにこれらの混合物からな
る群から選択されることを特徴とする請求項１～９のいずれか一項に記載のヘアケア組成
物。
【請求項１１】
　前記少なくとも１種のカチオン性膜形成ポリマーの量が、０．０１～５重量％の範囲で
選択されることを特徴とする請求項１～１０のいずれか一項に記載のヘアケア組成物。
【請求項１２】
　前記ヘアケア組成物がシャンプー調製物であることを特徴とする請求項１～１１のいず
れか一項に記載のヘアケア組成物。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載のヘアケア組成物の、髪のボリューム、弾力性ウ
ェット感、ウェットコーミング性、およびスタイルセット性を改善するための使用。
【請求項１４】
　髪を処理する方法であって、請求項１～１２のいずれか一項に記載のヘアケア組成物を
前記髪に塗布する工程と、その後に水で前記髪をすすぎ洗いする工程と、を含む方法。



(3) JP 6202449 B2 2017.9.27

10

20

30

40

50

【請求項１５】
　前記髪の処理が、髪のボリューム、弾力性、ウェット感、ウェットコーミング性、およ
びスタイルセット性の改善であることを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、ポリクオタニウムの群から選ばれる少なくとも１種のカチオン性膜形成ポリ
マーと、式（Ｉ）

【化１】

で示される末端基を有する少なくとも１種の四級化超分岐ポリマーとを含むヘアケア組成
物であって、前記四級化超分岐ポリマーが、２－ドデセン－１－イル無水コハク酸、ジイ
ソプロパノールアミン、およびＮ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミン
を縮合することによって、ジメチルアミノ末端基を有する超分岐ポリマーを調製し、次い
で、ジメチルアミノ末端基を式（Ｉ）で示される末端基に四級化することによって得られ
ることを特徴とするヘアケア組成物に関する。
【０００２】
　多くのヘアケア組成物が知られている。しかしながら、これまでのところ、ドライケア
特性を変更または改善せずに、良好なウェットケア特性を示すヘアケア組成物を処方する
ことは非常に困難であった。特に、優れたドライケア特性および／またはウェットケア特
性、すなわち、ドライおよび／またはウェットコーミング特性、ウェット感、ならびにス
タイルセット性を示しつつ、髪のボリュームを増大させるシャンプー調製物が要望されて
いる。さらに、シャンプーは、ドライ特性を向上させる、すなわち、目に見えるボリュー
ムと弾力性を向上させるものでなければならない。
【０００３】
　驚いたことに、２－ドデセン－１－イル無水コハク酸、ジイソプロパノールアミン、お
よびＮ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミンを縮合し、次いで、得られ
た超分岐ポリマーのジメチルアミノ末端基を２－クロロ酢酸ナトリウムで四級化すること
によって得られる特定の四級化超分岐ポリマーを、ポリクオタニウムの群から選ばれるカ
チオン性膜形成ポリマーとともに含むシャンプー調製物が、上記要求を満たすことがわか
った。
【０００４】
　したがって、一実施形態において、発明は、ポリクオタニウムの群から選ばれる少なく
とも１種のカチオン性膜形成ポリマーと、式（Ｉ）
【化２】
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で示される末端基を有する少なくとも１種の四級化超分岐ポリマーとを含むヘアケア組成
物であって、前記四級化超分岐ポリマーが、
　（ｉ）２－ドデセン－１－イル無水コハク酸、ジイソプロパノールアミン、およびＮ，
Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミンを縮合することによって、ジメチル
アミノ末端基を有する超分岐ポリマーを調製し、次いで、
　（ｉｉ）ジメチルアミノ末端基を式（Ｉ）で示される末端基に四級化することによって
得られることを特徴とするヘアケア組成物に関する。
【０００５】
　本明細書において、破線は他の置換基に結合する部位を示している。
【０００６】
　他の実施形態では、発明は、髪のボリューム、弾力性、ウェット感、ウェットコーミン
グ性、およびスタイルセット性を同時に向上させるための、本発明のヘアケア組成物の使
用に関する。
【０００７】
　発明は、さらに、髪を処理する方法であって、本発明のヘアケア組成物を髪に塗布する
工程と、それに続く、髪を水ですすぎ洗いする工程とを含む方法に関する。特に、発明は
、髪のボリューム、弾力性、ウェット感、ウェットコーミング性、およびスタイルセット
性の向上を目的とする。他の好ましい実施形態では、発明はまた、その効果を観察および
／または評価する工程を含む。
【０００８】
　特定の実施形態では、ジメチルアミノ末端基を有する超分岐ポリマーは、２－ドデセン
－１－イル無水コハク酸４０～７０重量％、ジイソプロパノールアミン５～２０重量％、
およびＮ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミン１５～４５重量％、特に
２－ドデセン－１－イル無水コハク酸４５～６５重量％、ジイソプロパノールアミン８～
１８重量％、およびＮ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミン２０～４０
重量％、さらに特に２－ドデセン－１－イル無水コハク酸５５～６５重量％、ジイソプロ
パノールアミン１２～１７重量％、およびＮ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピ
ル］アミン２０～３０重量％（ただし、２－ドデセン－１－イル無水コハク酸、ジイソプ
ロパノールアミン、およびＮ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミンの合
計量は１００重量％）の縮合によって得られる。
【０００９】
　本明細書で使用されている、２－ドデセン－１－イル無水コハク酸（ＣＡＳ番号［１９
７８０－１１－１］）、ジイソプロパノールアミン（ＣＡＳ番号［１１０－９７－４］）
、およびＮ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミン（ＣＡＳ番号［６７１
１－４８－４］）という用語は、純粋な２－ドデセン－１－イル無水コハク酸、ジイソプ
ロパノールアミン、およびＮ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミンも、
それらの商業的に入手可能なグレードのものも指す。そのような商業的に入手可能なグレ
ードのものには、ある量の不純物が含まれ得る（商業的に入手可能な工業グレード）が、
不純物は、１５重量％を超えないことが好ましく、１０重量％を超えないことがより好ま
しく、５重量％を超えないことが最も好ましい。
【００１０】
　本発明の目的のために適した２－ドデセン－１－イル無水コハク酸は、例えば、Ｖｅｒ
ｔｅｌｌｕｓ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（アントワープ（Ａｎｔｗｅｒｐｅｍ）、ベルギー（
Ｂｅｌｇｉｕｍ））から商業的に入手可能である。
【００１１】
　本発明の目的のために適したジイソプロパノールアミンは、例えば、ＢＡＳＦからジイ
ソプロパノールアミン（Ｄｉｉｓｏｐｒｏｐａｎｏｌａｍｉｎｅ）という商品名で商業的
に入手可能である。
【００１２】
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　本発明の目的のために適したＮ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミン
は、例えば、Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｈｏｌｌａｎｄ（ロッテルダム（Ｒｏｔｔｅｒｄａｍ）
、オランダ（Ｔｈｅ　Ｎｅｔｈｅｒｌａｎｄ）、テトラメチルイミノビスプロピルアミン
（Ｔｅｔｒａｍｅｔｈｙｌ　ｉｍｉｎｏｂｉｓｐｒｏｐｙｌａｍｉｎｅ）という商品名で
）から入手可能である。
【００１３】
　本発明のすべての実施形態において、式（Ｉ）で示される末端基を有する四級化超分岐
ポリマーは、
　（ｉ）２－ドデセン－１－イル無水コハク酸、ジイソプロパノールアミン、およびＮ，
Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミンを縮合することによって、ジメチル
アミノ末端基を有する超分岐ポリマーを調製し、次いで、
　（ｉｉ）ジメチルアミノ末端基を式（Ｉ）で示される末端基に四級化する
ことによって得られることが好ましく、本明細書に示す好ましい事項および定義はすべて
含まれる。
【００１４】
　本発明のすべての実施形態においては、四級化を２－クロロ酢酸ナトリウム（ＣＡＳ番
号［３９２６－６２－３］）を用いて行うことが、さらに好ましい。
【００１５】
　超分岐ポリマー中のジメチルアミノ末端基の量（モル％）は、構成成分、すなわち、２
－ドデセン－１－イル無水コハク酸、ジイソプロパノールアミン、およびＮ，Ｎ－ビス［
３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミンの比率に依存し、当業者であれば、容易に計算
し、調節することができる。ジメチルアミノ末端基を有する超分岐ポリマーは、さらに、
構成成分の比率に応じて、－ＯＨまたは－ＣＯＯＨ末端基を含み得る。構成成分の比率は
、ジメチルアミノ末端基を有する超分岐ポリマーの全末端基の５０～１００モル％がジメ
チルアミノ末端基となるように選択することが好ましく、全末端基の７０～１００モル％
がジメチルアミノ末端基となるように選択することがより好ましい。
【００１６】
　本発明で使用される用語「末端基」は、一般に、超分岐ポリマーの周辺部の基をいう。
しかしながら、超分岐ポリマーの構造が複雑であるため、そのような基はポリマーの内部
に存在することもあり得る。
【００１７】
　本発明のすべての実施形態において、ジメチルアミノ末端基の四級化の程度は、５０～
１００モル％の範囲で選択されることが好ましく、７０～１００モル％の範囲がより好ま
しく、８０～１００モル％の範囲が最も好ましく、特には、８５～１００モル％の範囲で
ある。
【００１８】
　本発明との関連で、２－ドデセン－１－イル無水コハク酸の代わりに、各二塩基酸、す
なわち、２－ドデセン－１－イルコハク酸、または無水物と二塩基酸の混合物を使用でき
ることはよく理解できよう。しかしながら、示した量と比率は、それに応じて調節する必
要があろう。しかしながら、本発明のすべての実施形態で、２－ドデセン－１－イル無水
コハク酸を使用することが好ましい。
【００１９】
　本発明の四級化超分岐ポリマーは、例えば、国際公開２００７／０９８８８８Ａ１号パ
ンフレットに概説されているように、または本発明の実施例で説明されているように、合
成することができる。
【００２０】
　超分岐ポリマー（四級化前）の（理論的）分子量は、使用する異なる構成成分の比、特
に、ジイソプロパノールアミン（分岐単位）と２－ドデセン－１－イル無水コハク酸の比
により調節することができ、それは当業者であれば容易に選択することができる。得られ
るポリマーの分子量に対するＮ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミン（
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連鎖停止剤）の効果も、当業者であれば容易に計算することができる。
【００２１】
　比率は、ジメチルアミノ末端基を有する超分岐ポリマーの理論的（すなわち、計算によ
る）数平均分子量Ｍｎが１０００～１５０，０００ｇ／モルの範囲になるように選択する
ことが有利であり、１０００～５０，０００ｇ／モルの範囲がより有利であり、１５００
～５０００ｇ／モルの範囲が最も好ましい。
【００２２】
　したがって、本発明のすべての実施形態において、Ｎ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミ
ノ）プロピル］アミンとジイソプロパノールアミンとの比（重量／重量）は、４：１～０
．５：１の範囲で選択することが好ましく、３：１～１：１の範囲がより好ましい。Ｎ，
Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミンを、ジイソプロパノールアミンに対
してモル過剰で使用することが最も好ましい。したがって、Ｎ，Ｎ－ビス［３－（ジメチ
ルアミノ）プロピル］アミンとジイソプロパノールアミンとの比（重量／重量）は、２．
２：１～１．２：１の範囲など、２．５：１～１．２：１の範囲で選択することが最も好
ましい。
【００２３】
　また、本発明のすべての実施形態において、２－ドデセン－１－イル無水コハク酸とア
ミン（すなわち、Ｎ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミンおよびジイソ
プロパノールアミン）の合計量との比（重量／重量）は、３：１～１：３の範囲で選択す
ることが好ましく、２：１～０．５：１の範囲が好ましい。本発明のすべての実施形態に
おいて、２－ドデセン－１－イル無水コハク酸を、アミンの合計量（すなわち、Ｎ，Ｎ－
ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミンとジイソプロパノールアミンの合計）に
対して過剰に（重量／重量）、例えば２：１～１．２：１の範囲から選択される比（重量
／重量）などで、使用することが最も好ましい。
【００２４】
　ジメチルアミノ末端基を有する超分岐ポリマーを生成する２－ドデセン－１－イル無水
コハク酸、ジイソプロパノールアミンおよびＮ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロ
ピル］アミンの縮合反応は、ワン－ポット製法で行うことが有利である。例えば、国際公
開０７／０９８８８８Ａ１号パンフレットの実施例１～３に例示されているように、構成
成分を反応器に段階的に仕込むことが好ましい。縮合反応は、室温で行っても高温で行っ
てもよい。縮合反応は、水を、好ましくは蒸留により、除去しながら、約１００～２５０
Ｃの範囲から選択される温度で行うことが好ましく、１２０～２００℃の範囲がより好ま
しく、１４０～１８０℃の範囲が最も好ましい。ワン－ポット製法は、溶媒の存在下また
は非存在下で行うことができる。好適な溶媒は、メチル－イソブチルケトン、酢酸ブチル
、シクロヘキサン、メチルシクロヘキサン、トルエンまたはキシレンなどの有機溶媒であ
る。溶媒を使用しないことが好ましい。水の除去は、減圧下、蒸留により行うことができ
、あるいは代替として、共沸除去してもよい。縮合反応の過程で放出された水は、真空（
すなわち、減圧（＜１０１３ｍｂａｒ））で除去することが好ましい。縮合反応は、使用
する構成成分の＞９０重量％が消費されるまで行うことが有利であり、好ましくは＞９５
重量％または＞９８重量％である。
【００２５】
　ジメチルアミノ末端基を有する超分岐ポリマーの四級化は、一般に、水、または他の適
した溶媒中で行われる。四級化は、水中で行われることが好ましい。したがって、本発明
の有利な方法は、ジメチルアミノ末端基を有する超分岐ポリマーを水に溶解させ、次いで
、四級化剤を添加し、反応混合物を５０～１２０℃の範囲から選択される温度に加熱する
工程を含む。四級化剤として、２－クロロ酢酸ナトリウムを使用することが好ましい。四
級化の程度は使用する四級化剤の量に依存し、当業者であれば、目的とする四級化の程度
に応じて容易に計算することができる。水とジメチルアミノ末端基を有する超分岐ポリマ
ーとの比（重量／重量）は、５：１～１：５の範囲で選択することが有利であり、３：１
～１：２の範囲が好ましく、２：１～１：１の範囲が最も好ましい。
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【００２６】
　四級化反応から得られる水溶液中のポリマー含有量は、多くの場合５～７０重量％、し
ばしば２０～６０重量％または３０～５０重量％であり、当業者であれば、水を添加また
は除去することにより容易に調節することができる。
【００２７】
　四級化反応から得られる水溶液は、任意の水性、水－アルコール性、またはアルコール
性の化粧料調製物、例えば、シャンプー調製物などに直接配合することができ、あるいは
、超分岐ポリマーをニートポリマーの形態で使用し、加工することができるよう、スプレ
ー乾燥または凍結乾燥などの溶液の乾燥が行われる。
【００２８】
　本発明の四級化超分岐ポリマーは、５～７０重量％の範囲から選択されるポリマー濃度
の水溶液として使用することが好ましく、２０～６０重量％の範囲がより好ましく、３０
～５０重量％の範囲が最も好ましい。
【００２９】
　本発明のヘアケア組成物中の少なくとも１種の四級化超分岐ポリマーの量は、ヘアケア
組成物の全重量に対して０．０１～２０重量％の範囲で選択することが好ましく、０．０
５～１０重量％の範囲がより好ましく、０．１０～５重量％の範囲、例えば０．２５～２
重量％の範囲などが、最も好ましい。
【００３０】
　用語、ポリクオタニウム（ＩＮＣＩ名）は、ポリマー中に第四級アンモニウム中心を持
つ、パーソナルケア産業に使用されるポリカチオン性ポリマーをいう。本発明の目的のた
めに特に適したポリクオタニウムは、トリメチルまたはラウリルジメチルアンモニウム置
換エポキシドと反応させたヒドロキシエチルセルロースからなる第四級アンモニウム塩ポ
リマー（本業界（ＣＴＦＡ）では、ポリクオタニウム－１０およびポリクオタニウム－２
４といい、例えば、ｔｈｅ　Ａｍｅｒｃｈｏｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから、例えば、
Ｕｃａｒｅ（商標）Ｐｏｌｙｍｅｒ　ＪＲ、またはＵｃａｒｅ（商標）Ｐｏｌｙｍｅｒ　
ＬＭという商品名で入手可能）などのカチオン性セルロース誘導体、あるいは、例えば、
ジメチルジアリルアンモニウムクロリドホモポリマー、およびアクリルアミドとジメチル
ジアリルアンモニウムクロリドのコポリマー（本業界（ＣＴＦＡ）では、それぞれポリク
オタニウム－６およびポリクオタニウム－７という）などのカチオン性ジアリル第四級ア
ンモニウム含有ポリマーである。
【００３１】
　本発明のすべての実施形態において、ポリクオタニウムは、カチオン性セルロース誘導
体、カチオン性ジアリル第四級アンモニウム含有ポリマー、およびこれらの混合物からな
る群から選ばれることが好ましく、トリメチルまたはラウリルジメチルアンモニウム置換
エポキシドと反応させたヒドロキシエチルセルロースからなる第四級アンモニウム塩ポリ
マー、ジメチルジアリルアンモニウムクロリドホモポリマー、アクリルアミドとジメチル
ジアリルアンモニウムクロリドのコポリマー、およびこれらの混合物からなる群から選ば
れることがより好ましく、例えばポリクオタニウム－７、ポリクオタニウム－１０および
これらの混合物からなる群から選ばれることが最も好ましい。
【００３２】
　本発明のヘアケア組成物中の、ポリクオタニウムの群から選ばれる少なくとも１種のカ
チオン性膜形成ポリマーの量は、ヘアケア組成物の全重量に対して、０．０１～５重量％
の範囲から選択されることが好ましく、０．０５～３重量％の範囲がより好ましく、０．
２～１重量％の範囲が最も好ましい。
【００３３】
　本発明のすべての実施形態において、ヘアケア組成物はシャンプー調製物であることが
好ましい。用語、シャンプー調製物は、髪に付着させ、その後、洗い流す、髪の洗浄調製
物をいう。
【００３４】
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　本発明のシャンプー調製物は、シャンプー調製物全量に対して５０～９８重量％の水を
含むことが好ましく、６０～９０重量％がより好ましい。さらに、本発明のシャンプー調
製物は、アニオン性界面活性剤をさらに含むことが好ましい。
【００３５】
　したがって、ある特定の実施形態では、本発明はまた、少なくとも１種の四級化超分岐
ポリマー、およびポリクオタニウムの群から選ばれる少なくとも１種のカチオン性膜形成
ポリマーの他に、水およびアニオン性界面活性剤を含むシャンプー調製物に関する。本明
細書に示されている、四級化超分岐ポリマー、およびポリクオタニウムの群から選ばれる
少なくとも１種のカチオン性膜形成ポリマーに対する好ましい事項および定義はすべて、
それらを含むシャンプー組成物にも適用されることはよく理解できよう。
【００３６】
　本発明のシャンプー調製物中のアニオン性界面活性剤と四級化超分岐ポリマーとの比は
、２０：１～１：１の範囲から選択されることが好ましく、特には１０：１～５：１（例
えば、特に８：１など）である。
【００３７】
　アニオン性界面活性剤の例としては、アルキル硫酸塩、アルキルエーテル硫酸塩、アル
キルスルホン酸塩、アルキルアリールスルホン酸塩、アルキルコハク酸塩、アルキルスル
ホコハク酸塩、Ｎ－アルコイルサルコシン酸塩、アシルタウリン塩、アシルイセチオン酸
塩、アルキルリン酸塩、アルキルエーテルリン酸塩、アルキルエーテルカルボン酸塩、ア
ルファ－オレフィンスルホン酸塩、特にアルカリ金属塩およびアルカリ土類金属塩、例え
ばナトリウム、カリウム、マグネシウム、カルシウム、ならびにアンモニウムアミン塩お
よびトリエタノールアミン塩が挙げられる。アルキルエーテル硫酸塩、アルキルエーテル
リン酸塩およびアルキルエーテルカルボン酸塩は、１分子中に１～１０個のエチレンオキ
シド単位またはプロピレンオキシド単位、好ましくは１～４個のエチレンオキシド単位を
含み得る。好適なアニオン性界面活性剤は、例えば、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル
硫酸アンモニウム、ラウリルエーテル硫酸ナトリウム（ラウレス硫酸ナトリウムとしても
知られる）、ラウリルエーテル硫酸アンモニウム（ラウレス硫酸アンモニウムとしても知
られる）、ラウロイルサルコシン酸ナトリウム、オレイルコハク酸ナトリウム、ラウリル
スルホコハク酸アンモニウム、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、トリエタノール
アミンドデシルベンゼンスルホン酸またはラウレスカルボン酸ナトリウムである。本発明
のシャンプー調製物に使用される特に好ましいアニオン性界面活性剤は、ラウリル硫酸ナ
トリウム、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウリルエーテル硫酸ナトリウムおよびラウリル
エーテル硫酸アンモニウム、ならびにこれらの混合物である。
【００３８】
　本発明のシャンプー調製物におけるアニオン性界面活性剤の総量（有効成分として）は
、シャンプー調製物の全重量に対して、０．１～５０重量％の範囲で選択することが好ま
しく、５～２０重量％の範囲がより好ましい。
【００３９】
　本発明のシャンプー調製物は、性能および／または消費者受容性を高めるために、保存
料、酸化防止剤、脂肪性物質／油、シリコーン、増粘剤、柔軟剤、乳化剤、光遮蔽剤、消
泡剤、保湿剤、香料、共界面活性剤、フィラー、金属イオン封鎖剤、カチオン性、非イオ
ン性もしくは両性ポリマー、またはそれらの混合物、酸性化もしくは塩基性化剤、染料、
着色剤、顔料もしくはナノ顔料、真珠光沢剤（ｐｅａｒｌｉｚｅｒ）もしくは乳白剤、有
機もしくは無機粒子、粘度調整剤、植物成分、果実抽出物、糖誘導体および／もしくはア
ミノ酸などの髪の天然栄養成分、あるいはリンスオフ組成物に通常配合されている他の成
分などの成分をさらに含有することができる。アジュバントおよび添加剤の必要量は、当
業者であれば、目的の製品に応じて容易に選択することができ、例を挙げて説明するが、
それらに限定されるものではない。
【００４０】
　本発明のシャンプー調製物には、組成物に美的特性、物理的特性および洗浄効果を付与
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するのを補助するために、共界面活性剤を含有させることが好ましい。
【００４１】
　共界面活性剤の例としては、ノニオン性界面活性剤が挙げられ、調製物の全重量に対し
て、０．５～８重量％、好ましくは２～５重量％の範囲の量で含有させることができる。
例えば、本発明のシャンプー調製物に含有させることができる代表的なノニオン性界面活
性剤としては、直鎖状もしくは分岐鎖状の第一級もしくは第二級の脂肪族（Ｃ８～Ｃ１８

）アルコールと、アルキレンオキシド、通常、エチレンオキシドとの縮合生成物で、一般
に６～３０個のエチレンオキシド基を有するものが挙げられる。他の代表的なノニオン性
界面活性剤としては、例えば、ココモノもしくはジエタノールアミド、およびココモノイ
ソプロパノールアミドなどのモノもしくはジアルキルアルカノールアミドが挙げられる。
本発明のシャンプー調製物に含有させることができるノニオン性界面活性剤としては、さ
らに、アルキルポリグリコシド（ＡＰＧ）がある。典型的には、ＡＰＧは、１つ以上のグ
リコシル基からなるブロックに（任意選択により、架橋基を介して）結合したアルキル基
を含むもの、例えばＳｅｐｐｉｃのＯｒａｍｉｘ　ＮＳ　１０、例えばＣｏｇｎｉｓのＰ
ｌａｎｔａｃａｒｅ　８１８ＵＰ、Ｐｌａｎｔａｃａｒｅ　１２００およびＰｌａｎｔａ
ｃａｒｅ　２０００などである。
【００４２】
　共界面活性剤の他の例には、両性もしくは両性イオン界面活性剤があり、それらはシャ
ンプー調製物の全重量に対して、０．５～約８重量％、好ましくは１～４重量％の範囲の
量（有効成分として）で含有させることができる。両性もしくは両性イオン界面活性剤と
しては、アルキルアミンオキシド、アルキルベタイン、アルキルアミドプロピルベタイン
、アルキルスルホベタイン（スルタイン（ｓｕｌｔａｉｎｅ））、アルキルグリシン酸塩
、アルキルカルボキシグリシン酸塩、アルキルアンホ酢酸塩、アルキルアンホプロピオン
酸塩、アルキルアンホグリシン酸塩、アルキルアミドプロピルヒドロキシスルタイン、ア
シルタウリン塩およびアシルグルタミン酸塩（ここで、アルキル基およびアシル基は、８
～１９個の炭素原子を有する）が挙げられる。本発明のシャンプー調製物に用いる典型的
な両性もしくは両性イオン界面活性剤としては、ラウリルアミンオキシド、ココジメチル
スルホプロピルベタイン、ラウリルベタイン、コカミドプロピルベタイン（ＣＡＰＢ）、
ココアンホ酢酸ナトリウムおよびココアンホジ酢酸２ナトリウムが挙げられる。本発明の
シャンプー調製物に使用される特に好ましい両性もしくは両性イオン界面活性剤は、コカ
ミドプロピルベタインおよびココアンホジ酢酸２ナトリウム、ならびにこれらの混合物で
ある。
【００４３】
　したがって、さらに有利な実施形態において、発明は、少なくとも１種の四級化超分岐
ポリマー（上述した定義および好適事項をすべて含む）、ポリクオタニウムの群から選ば
れる少なくとも１種のカチオン性膜形成ポリマー（上述した定義および好適事項をすべて
含む）を含み、さらに、水、アニオン性界面活性剤および両性もしくは両性イオン界面活
性剤を含むシャンプー調製物に関する。
【００４４】
　より一層有利な実施形態では、アニオン性界面活性剤は、ラウリル硫酸ナトリウム、ラ
ウリル硫酸アンモニウム、ラウリルエーテル硫酸ナトリウムおよびラウリルエーテル硫酸
アンモニウム、ならびにこれらの混合物からなる群から選ばれ、また両性もしくは両性イ
オン界面活性剤は、コカミドプロピルベタインおよびココアンホジ酢酸２ナトリウム、な
らびにこれらの混合物から選ばれる。
【００４５】
　特に好ましい実施形態では、本発明のシャンプー調製物は、ラウリル硫酸ナトリウム、
ラウリル硫酸アンモニウム、ラウリルエーテル硫酸ナトリウムおよびラウリルエーテル硫
酸アンモニウム、ならびにこれらの混合物からなる群から選ばれるアニオン性界面活性剤
と、コカミドプロピルベタインおよびココアンホジ酢酸２ナトリウム、ならびにこれらの
混合物から選ばれる両性もしくは両性イオン界面活性剤のみを界面活性剤として含有する
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。
【００４６】
　本発明のすべての実施形態において、本発明のシャンプー調製物中の界面活性剤の総量
（共界面活性剤を含み／有効成分に基づく）は、一般に、シャンプー調製物の全重量に対
して、１～５０重量％の範囲、好ましくは２～４０重量％の範囲、より好ましくは５～２
５重量％の範囲、例えば、特に９～１５重量％の範囲から選択される。
【００４７】
　本発明の組成物は、またヒドロトロープを含んでもよい。ヒドロトロープは、水への界
面活性剤の溶解度を高める物質である。ヒドロトロープとしては、例えば、キシレンスル
ホン酸ナトリウム、キシレンスルホン酸アンモニウム、ｐ－トルエンスルホン酸ナトリウ
ム、クロロベンゼンスルホン酸ナトリウム、サリチル酸ナトリウム、プロリン、ピロガロ
ール、レゾルシノールおよび尿素がある。ヒドロトロープを使用する場合、キシレンスル
ホン酸ナトリウムの使用が好ましい。本発明のシャンプー調製物中のヒドロトロープの総
量は、シャンプー調製物の全重量に対して、０．１～３０重量％、好ましくは０．５～２
０重量％、特に１～５重量％の範囲が好ましい。
【００４８】
　本発明のシャンプー調製物は、さらに懸濁化剤を含んでもよい。好適な懸濁化剤は、ア
クリル酸の架橋ポリマー、アクリル酸と疎水性モノマーとのコポリマー、カルボン酸含有
モノマーとアクリル酸エステルのコポリマー、アクリル酸とアクリル酸エステルの架橋コ
ポリマー、ヘテロポリサッカリドガム、および結晶性長鎖アシル誘導体から選ばれる。長
鎖アシル誘導体は、エチレングリコールステアレート、１６～２２個の炭素原子を有する
脂肪酸のアルカノールアミド、およびこれらの混合物から選択されることが望ましい。組
成物に真珠光沢を与えることから、エチレングリコールジステアレート、およびポリエチ
レングリコール３ジステレートが好ましい長鎖アシル誘導体である。多官能性化合物で架
橋させたアクリル酸ポリマーもまた使用することができ、それらは、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　
９３４、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　９４１、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　９８０およびＣａｒｂｏｐｏｌ
　Ｕｌｔｒｅｚ　１０　Ｐｏｌｙｍｅｒという商品名で商業的に入手可能である。カルボ
ン酸含有モノマーとアクリル酸エステルのコポリマーの好適な例は、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　
１３４２、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　Ｕｌｔｒｅｚ　２０、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　Ｕｌｔｒｅｚ　
２１、Ｐｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ１またはＰｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ２である。すべてのＣａｒｂ
ｏｐｏｌまたはＰｅｍｕｌｅｎ（商標）材料は、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　
Ｍａｔｅｒｉａｌｓから入手可能である。
【００４９】
　好適なヘテロポリサッカリドガムは、キサンタンガム、例えば、Ｋｅｌｃｏ製のＫｅｌ
ｔｒｏｌ型またはＫｅｌｚａｎ型、ＲＴ　Ｖａｎｄｅｒｂｉｌｔ　Ｉｎｃ．製のＶａｎｚ
ａｎ　ＮＦ、またはＲｈｏｄｉａ製のＲｈｏｄｉｃａｒｅ型である。
【００５０】
　上記懸濁化剤の混合物を使用してもよい。アクリル酸の架橋ポリマーと結晶性長鎖アシ
ル誘導体の混合物が好ましい。
【００５１】
　懸濁化剤を含有する場合、懸濁化剤の総量は、組成物の全重量に対して、０．１～１０
重量％の範囲で選択することが好ましく、より好ましくは０．５～６重量％の範囲であり
、最も好ましくは０．９～４重量％の範囲である。
【００５２】
　本発明のシャンプー調製物は、ウェットおよびドライコンディショニング効果をさらに
最適化するために、他のコンディショニング剤を含んでもよい。
【００５３】
　特に好ましい他のコンディショニング剤は、シリコーンエマルションである。好適なシ
リコーンエマルションとしては、ポリジオルガノシロキサン、特にＣＴＦＡ名ジメチコン
のポリジメチルシロキサン、ＣＴＦＡ名ジメチコノールの、末端水酸基を有するポリジメ
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チルシロキサン、およびＣＴＦＡ名アモジメチコンの、アミン官能基を有するポリジメチ
ルシロキサン、などのシリコーンから生成されたものが挙げられる。本発明の組成物に使
用する好適なシリコーンエマルションは、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ
　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ、ＫＣＣまたはＷａｃｋｅｒなどのシリ
コーン供給者から入手可能である。
【００５４】
　シリコーンを使用する場合、その総量（有効成分として）は、シャンプー調製物の全重
量に対して、０．０５～１０重量％の範囲で選択することが好ましく、より好ましくは０
．０５～５重量％の範囲であり、最も好ましくは０．５～２重量％の範囲である。
【００５５】
　本発明のシャンプー調製物は、さらに、フケ防止剤を含んでもよい。使用し得るフケ防
止剤の例は、シムバゾール（ｃｉｍｂａｚｏｌｅ）、オクトピロックスおよびピリチオン
亜鉛である。一般的な膜形成剤としては、例えば、キトサン、微結晶キトサン、四級化キ
トサン、ポリビニルピロリドン、ビニルピロリドン／酢酸ビニルコポリマー、アクリル酸
を高比率で含有する四級化セルロース誘導体、コラーゲン、ヒアルロン酸およびその塩、
ならびに類似化合物が挙げられる。
【００５６】
　本発明のシャンプー調製物は、ＵＶフィルター物質をさらに含んでもよい。本発明の組
成物に配合するのに適したＵＶフィルター物質の例としては、例えば、ベンゾフェノン－
４またはベンゾフェノン－３などのベンゾフェノン、２－エチルヘキシル２－シアノー３
，３－ジフェニルアクリレート（オクトクリレン、ＰＡＲＳＯＬ（登録商標）３４０）な
どのアクリレート、エチルヘキシルメトキシシンナメート（ＰＡＲＳＯＬ（登録商標）Ｍ
ＣＸ）などのシンナメート誘導体、例えば、ポリシリコーン１５（ＰＡＲＳＯＬ（登録商
標）ＳＬＸ）などのシロキサン結合ベンザルマロネート誘導体、イソプロピルベンジルサ
リチレート、ベンジルサリチレート、ブチルサリチレート、エチルヘキシルサリチレート
（ＰＡＲＳＯＬ（登録商標）ＥＨＳ、Ｎｅｏ　Ｈｅｌｉｏｐａｎ　ＯＳ）、イソオクチル
サリチレートまたはホモメチルサリチレート（ホモサレート、ＰＡＲＳＯＬ（登録商標）
ＨＭＳ、Ｎｅｏ　Ｈｅｌｉｏｐａｎ　ＨＭＳ）などのサリチレート誘導体、ベンゾトリア
ゾリルブチルフェノールスルホン酸ナトリウムなどのベンゾトリアゾール誘導体、例えば
、２－フェニルベンズイミダゾールスルホン酸およびその塩（ＰＡＲＳＯＬ（登録商標）
ＨＳ）などのイミダゾール誘導体、（アボベンゼン、Ｐａｒｓｏｌ（登録商標）１７８９
）などのジベンゾイルメタン誘導体が挙げられるが、これらに限定されない。
【００５７】
　以下の限定されない例を参照して本発明をさらに説明するが、そこで記載するパーセン
テージはすべて、特に断らない限り、全重量に基づく重量でのものである。
【００５８】
［例１ａ：本発明の超分岐ポリマーの調製（ＰｏＥ－１ａ）］
　Ｎ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミン２３２ｇ、および溶融ジイソ
プロパノールアミン１０９．９ｇを、攪拌機および凝縮装置を備え、オイルにより加熱す
ることができるガラス反応器に加えた。この混合物に、溶融２－ドデセン－１－イル無水
コハク酸４５８．１ｇを加えた。添加後、混合物をゆっくり１６０℃まで加熱し、１時間
後、減圧して、反応水を除去した。５時間後、混合物を冷却し、ジメチルアミン末端基を
有し、Ｍｎが２２００の超分岐ポリマーを得た。
【００５９】
　ジメチルアミン末端基を有する超分岐ポリマー５０ｇを、その後、６６．３ｇの水に溶
解し、この混合物に１６．３ｇの２－クロロ酢酸ナトリウム（ＳＭＣＡ）を加えた。この
混合物を８０℃で、約１０時間、攪拌しながら反応させた。その結果、四級化ポリマー溶
液が使用できる状態となった（ポリマー含有率５０重量％）。四級化ジメチルアミノ末端
基量の計算値：９０％。
【００６０】



(12) JP 6202449 B2 2017.9.27

10

20

30

［例１ｂ：本発明の超分岐ポリマーの調製（ＰｏＥ－１ｂ）］
　Ｎ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミン２３５ｇ、溶融ジイソプロパ
ノールアミン１６０ｇを、攪拌機および凝縮装置を備え、オイルにより加熱することがで
きるガラス反応器に加えた。この混合物に、溶融２－ドデセン－１－イル無水コハク酸６
３９ｇを加えた。添加後、混合物をゆっくり１６０℃まで加熱し、１時間後、減圧して、
反応水を除去した。５時間後、混合物を冷却し、ジメチルアミン末端基を有し、Ｍｎが１
７４００の超分岐ポリマーを得た。
【００６１】
　ジメチルアミン末端基を有する超分岐ポリマー８０ｇを、その後、９９．６ｇの水に溶
解し、この混合物に１９．６ｇの２－クロロ酢酸ナトリウム（ＳＭＣＡ）を加えた。この
混合物を８０℃で、約１０時間、攪拌しながら反応させた。その結果、四級化ポリマー溶
液が使用できる状態となった（ポリマー含有率５０重量％）。四級化ジメチルアミノ末端
基量の計算値：９０％。
【００６２】
［例１ｃ：参考超分岐ポリマーの調製（メチル四級化）（ＰｏＥ－１ｃ）］
　Ｎ，Ｎ－ビス［３－（ジメチルアミノ）プロピル］アミン２３５ｇ、および溶融ジイソ
プロパノールアミン１６０ｇを、攪拌機および凝縮装置を備え、オイルにより加熱するこ
とができるガラス反応器に加えた。この混合物に、溶融２－ドデセン－１－イル無水コハ
ク酸６３９ｇを加えた。添加後、混合物をゆっくり１６０℃まで加熱し、１時間後、減圧
して、反応水を除去した。５時間後、混合物を冷却し、ジメチルアミン末端基を有し、Ｍ
ｎが１７４００の超分岐ポリマーを得た。
【００６３】
　ジメチルアミン末端基を有する超分岐ポリマー２５ｇを、その後、５０ｇの水に溶解し
、この混合物に７．３ｇの硫酸ジメチルをゆっくり加えた。２４時間後、四級化ポリマー
溶液は使用できる状態となった（ポリマー含有率３３重量％）。四級化ジメチルアミノ末
端基量の計算値：９５％。
 
【００６４】
［例２：ウェットコーミング特性］
　ポリマーを水に溶解し、界面活性剤を添加し、その後、保存料を添加して、表１に示す
ような標準的なシャンプーを調製した。クエン酸でｐＨを、ｐＨ＝５．０～５．１に調節
し、塩化ナトリウム水溶液を添加して粘度を調整した。
【００６５】
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【表１】

【００６６】
　ＳＧＳ　Ｆｒｅｓｅｎｉｕｓ標準化研究セットアップにしたがい、ウェットコーミング
特性を試験した。シャンプー１サンプルにつき５個の毛髪見本（欧州人の毛髪、重さ：２
±０．３ｇ、長さ：２１ｃｍ、カラー４／０ミディアムブラウン、Ｋｅｒｌｉｎｇ　Ｉｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＡｒｔ．－Ｎｒ．８２６５３０）を、コーミング力の測定に使用
した。見本のすべてに、職業用ヘアブリーチで所定の損傷を与えた。毛髪見本を水で予備
コンディショニングした後、１４％のラウレス硫酸ナトリウム（ＳＬＥＳ）溶液で洗浄し
た。洗浄後直ちにウェットコーミング力を測定した。毛髪のコーミング力は、引張試験機
（Ｚｗｉｃｋ　Ｚ　１．０／ＴＮ１ＳＳＯ）を使用して測定し、未処理見本の値とした。
【００６７】
　その後、見本を試験品（シャンプー、０．５ｍｌ／ｇ毛髪）で２回処理し、１分間泡立
てた後、２分間そのままにした。各泡立てを行った後、試験製品を水で１分間洗い流した
。洗浄後直ちにウェットコーミング力を再び測定した。
【００６８】
　平均ワークを、２０～１２０ｍｍの測定間隔で、力－パスプロット下の表面から算出す
る。相対コーミング力（ＲＣＦ）を、未処理見本の値Ｗ０と処理見本の値Ｗ１から、次式
：
ＲＣＦ［％］＝（Ｗ０－Ｗ１）／Ｗ０により算出する。負の値はコーミング力の低下を示
し、正の値は上昇を示す。
【００６９】



(14) JP 6202449 B2 2017.9.27

10

20

30

【表２】

【００７０】
　上記の結果から読み取れるように、本発明の組み合わせのみがウェットコーミング特性
を相乗的に改善し、一方、他の膜形成ポリマー（すなわち、ヒドロキシプロピルグアー（
ＨＰＧ））との組み合わせでは、ウェットコーミング能は未処理の見本に比べ低下すらし
ている。
【００７１】
［実施例２スタイリストサロン試験］
　ＡＲ　Ｈａｉｒ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ（Ｉｍｐａｓｓｅ　ｄｕ　Ｎｏｕｖｅａｕ－Ｍａ
ｒｃｈｅ，ＣＨ－１７２３　Ｍａｒｌｙ）でスタイリストサロン試験を行った。すべての
製品と、それぞれのポリクオタニウムのみを含む参考品とを、ハーフヘッド比較試験で試
験した。試験の組み合わせをブラインドとし、順番と頭部のどちらの側かはランダムとし
た。
【００７２】
［試験製品］
　例１のポリマーとポリクオタニウム－１０またはポリクオタニウム－７との組み合わせ
効果を、表３に示す標準シャンプー処方で試験した。
【００７３】
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【表３】

【００７４】
［評価における差の定義］
　表４に示す値は、ＡとＡ’、ＢとＢ’を直接比較した結果であり、参考Ａ’および参考
Ｂ’は標準の手順にしたがい、０とした。
【００７５】

【表４】

【００７６】

【表５】

【００７７】
　本発明の特定のポリマーを含むシャンプーの使用により、いずれの場合も、ケア特性が
改善される。さらに、これらのシャンプー後のヘアスタイルのセットは、髪が所望の良好
な形状になり、かつそれが良好に維持されるので、より容易になった。さらに、これらの
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シャンプーにより、水によるウエーブヘアスタイルの反発力（弾力性）が高められ、かつ
カールもよりはっきりとした。
【００７８】
［例４比較試験］
　ポリマーを水に溶解し、界面活性剤を添加し、その後、保存料を添加することにより、
表５に示す標準シャンプーを調製した。塩化ナトリウムは、添加前に４部の水に溶解する
。ｐＨをクエン酸でｐＨ＝４．８～５．１に調節した。
【００７９】
【表６】

【００８０】
［見本の製造］
　編んだ髪（未加工の白人の濃い金髪、長さ２３ｃｍ、Ｋｅｒｌｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｎａ
ｔｉｏｎａｌ　Ａｒｔ．Ｎｏ．８２６５００）をカットし、幅２．０ｃｍの見本を得る。
洗浄の前に、毛髪見本を２－プロパノールに１／２時間浸漬する。その後、見本を、以下
（［製品の適用］下）に示すように、洗浄用シャンプー（３５重量％ラウレス硫酸ナトリ
ウム２８％／水７２％、４％塩化ナトリウム、５９．８重量％脱塩水、０．５重量％安息
香酸ナトリウム）で洗浄した。
【００８１】
　洗浄後、髪を梳かし、空気乾燥させ、２０℃、相対湿度６０％の人工気候室内で一晩コ
ンディショニングした。毛髪見本の重さをそれらの条件下、２．４ｇ±０．２ｇ（≒２．
２ｇのゴム被覆のない髪を示す）に標準化する。
【００８２】
　製品を適用せずに毛髪見本を測定し（下記を参照）、類似の平均コーミング力を持った
群に分類する。
【００８３】
［製品の適用］
　各見本（毛髪約２ｇ）を温かい水道水で濡らす。表５のシャンプー０．５ｍｌ（０．２
５ｍＬ／ｇ髪）をシリンジで根元から先端まで塗布し、指で３０秒間泡立てる。その後、
見本を、温かい流水道水（３８℃、約５ｌ／分）で３０秒間すすぎ洗いし、その間、シャ
ンプーを指で注意深く除去する。この手順を２回行う。
【００８４】
［ドライコーミング特性の測定］
　毛髪を濡れた段階で梳かし、研究室で３時間、ドライヤーを使用せずに、吊り下げて乾
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く。その後、空気圧クランプを備えたＩＮＳＴＲＯＮ　５５４２を用いてドライコーミン
グ力を測定する。ドライコーミング力の測定では、機械にコーミング台を取り付ける。毛
髪見本をクランプに固定し、台に固定したコームに速度５００ｃｍ／分で１０回引いて通
す。
【００８５】
　平均ワークを、２０～１２０ｍｍの測定間隔で、力－パスプロット下の表面から算出す
る。相対コーミング力（ＲＣＦ）を、未処理見本の値Ｗ０と処理見本の値Ｗ１から、次式
：
ＲＣＦ［％］＝（Ｗ０－Ｗ１）／Ｗ０により算出する。負の値はコーミング力の低下を示
し、正の値は上昇を示す。
【００８６】
【表７】

【００８７】
　上記結果から読み取れるように、本発明の組み合わせのみがドライコーミング特性を相
乗的に改善し、一方、対応するメチル四級化超分岐ポリマー（すなわち、ＰｏＥ－１ｃ）
との組み合わせでは、ドライコーミング能は未処理の見本に比べ低下すらしている。
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